
札幌市は、子どもの権利を大切にし、

すべての子ども、子育て家庭が安心して

暮らせるまちを目指しています。
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札幌市

「さっぽろ子ども未来プラン」は、

子ども一人一人が安心して健やかに成長

するための取組や子育て家庭を

みんなで支えていく取組をまとめた

今後５年間の計画です。
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１

目指すまちの姿
このプランで目指すべきまちの姿 (基本理念 )を決めました。

子どもの権利を尊重し、

子どもの輝きがすべての市民を笑顔で結ぶまち

自分のことが好きだと

思う子どもの割合

子どもを生み育てやすい

環境だと思う人の割合

１　子どもの視点

２　すべての子どもと子育て家庭を支える視点

３　子どもの成長段階に応じて長期的に支える視点

４　様々な機関等の連携により社会全体で支える視点

１

大切にする視点
このプランを進めるうえで、大切にする視点は４つあります。

２

指標
計画が予定どおり進んでいるかを確認するために、

めじるしとなる指標を決めて、その状況を見ながら計画を進めていきます。

３

子どもの幸せを

第一に、子ども

の視点に立った

取組を進めてい

くよ！

子ども向けの取組が

きちんと子どもたちに

届いているか…

子育て家庭に必要な

支援がきちんと届い

ているか…

子どもアシストセンター

マスコットキャラクター

ハッピー

こ

み らい め ざ

め ざ すがた

め ざ すがた き ほん り ねん き

こ けん り

かがやこ

そん ちょう

し みん え がお むす

こ

こ

こ

こ

たい せつ し てん

すす たい せつ し てん

し てん

し てん

し てん

し てん

か てい ささ

せいちょうだん かい おう ちょう き てき ささ

さま ざま き かん など れん けい しゃ かい ぜん たい ささ

そだ

こ しあわ

だいいち こ

し てん た

とりくみ すす

し ひょう

けい かく よ てい すす かく にん

し ひょう き じょうきょう み けい かく すす

じ ぶん す

おも こ わり あい

こ う そだ

かん きょう おも わり あい

こ む

こ

こ

とど

そだ か てい ひつよう

し えん とど

目標

現状

もくひょう

げんじょう

50.9％

80％

目標

現状

もくひょう

げんじょう

67.4％

80％

とりくみ

ひと

こ



２

子どもが考える

子どもに

やさしいまち

子ども・子育ての取組を進めるときは、子どもの視点に

立って考えることが大切です。

このプランを作るために、子どもにやさしいまちはどんな

まちか、札幌に住む子どもたち自身に考えてもらいました。

子どもが考える

未来のさっぽろ

子どもも大人も

誰もが笑顔で

暮らせるように…

個性を伸ばせる・

チャレンジできるまち

自分を好きになることが自信につながり、

新しいことにチャレンジできる。

何かができるようになったとき、周囲に

認められたときに成長を感じる。

がんばったことを発表できる場があると

いい。

子どもの

意見が尊重されるまち

まちづくりなど子どもに関わることは、

子どもの意見を聞いてほしい。

大人が耳を傾け、周囲がやさしい雰囲気

だと安心して意見が言える。

子どもも自分の意見をちゃんと言うこと

が大切。

大人と子どもが

交流できるまち

色々な人と関わることで、子どもは成長

できる。

乳幼児の親子や高齢者、大学生など、色々

な人と交流できる場所が必要。

地域の大人との交流は、子どもの毎日の

安心にもつながる。

安心して

相談できるまち

身近に、秘密が守られて、安心して相談

できる場所があるといい。

相談すると気持ちが軽くなる。子どもも

自分の考えを言葉にしたり、友達同士で

相談に乗って助け合うことが大切。

子育てにも

やさしいまち

子育て中の大人にも元気でいて

ほしい。

赤ちゃんが泣いていても迷惑そ

うにしないなど、周囲の理解と

サポートが必要。

困ったときは

助け合えるまち

外国籍や障がいがあって、勉強や

人との関わりに困難を抱えている

子がいる。

お互いを理解し、助け合うことが

必要。

さらに、

実際に考えたのは、小・中・

高校生15名からなる子ども

未来委員会の子どもたち！
このプランの取組を進め

ながら、子どもも大人も

みんなで協力して、子ど

もにやさしいまちを目指

していきます！

こ かんが
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３

１

子どもの権利を

大切にする環境を

つくります！

子どもの権利をみんなで

大切にするための取組や、

いじめや虐待から子どもたちを

守る取組を進めていくよ。

こ

こ

たい せつ

たいせつ とりくみ

けん り

けん り

かん きょう

ぎゃくたい こ

まも とりくみ すす

けん り しん がい

こ

こ

こ そうだんまどぐち

子どもの権利の

大切さを

広めていきます！
学校の授業でも活用できる、子どもの権利に関する小・中学生向け

パンフレットを配布します。

小・中学生向けパンフレットの配布

子どもの権利について、子ども向けの広報紙や、子ども向けの出前講

座などで、子どもにわかりやすい、親しみやすい情報発信を進めます。

子ども向け広報

主な取組

こ けん り

たい せつ

ひろ

こ む こうほう

こ けんり こ む ほう こ む で まえこう

ざ こ した じょうほうはっしん すす

しょう ちゅうがくせい はい ふ

がっこう じゅぎょう かつよう こ けんり かん しょう ちゅうがくせいむ

はい ふ

し

おも とりくみ

む

こう

子どもが意見を

言ったり

参加する機会を

増やします！

子どもからの提案・意見募集ハガキ

子どもがまちづくりについて考えた意見や提案を、広く返信用ハガ

キで募集します。

児童会館子ども運営委員会

すべての児童会館・ミニ児童会館で、子どもたちが運営のルール作り

や行事の企画などに参加する、子ども運営委員会の取組を進めます。

主な取組

こ

こ

こ

てい あん い けん ぼしゅう

かんが い けん ていあん ひろ へんしんよう

ぼしゅう

じ どうかい かん こ うんえい い いんかい

い けん

い

さん か き かい

ふ

じどうかいかん じどうかいかん こ うんえい づく

ぎょうじ き かく さん か こ うんえい い とりくみ すす

おも とりくみ

いんかい

こ　　　　　
   み   らい　　　　　　　　　　　  おも　　  とり     くみ

権利侵害から

子どもを

守ります！

子どもアシストセンター

子どものための相談窓口として、

子どもに寄り添った相談や救済活

動を行います。また、子どもたち

がもっと相談しやすくなるように、「LINE」による相談を行います。

いじめや虐待への対応

子どもの毎日の安心のために、いじめや虐待の予防に取り組むととも

に、もしおきてしまってもすぐに解決することができるように、相談

や支援の体制を強化します。

主な取組
おも とりくみ

▲ 子どもアシストセンターのカード

まも

こ よ そ そうだん きゅうさいかつ

おこな こ

そうだん ライン そうだん おこな

ぎゃくたい たいおう

こ まいにち あんしん ぎゃくたい よ ぼう と く

かいけつ そうだん

し えん たいせい きょうか

どう
こ



４

子育てをしている

お父さん、お母さんを

みんなで応援しよう！

保育士さんなどの

子育てを支えている

人たちの支援にも

取り組みます！

こ そだ

とう かあ

おうえん

ほいくし

こ そだ ささ

ひと し えん

と く

安心して子どもを

預けられる環境を

つくります！

保育サービスの充実

共働きの家庭が増える中で、子育てをする家庭の様々な希望にこた

えていくために、保育所を整備して定員を拡大するほか、緊急時や

病気の子どもの預かりなど、保育サービスの充実に取り組みます。

保育士への支援

新しい保育所を増やしていくためには、そこで働く保育士が必要です。

保育士が安心して働くことができるように支援するとともに、子ども

たちに保育士の仕事について関心を持ってもらうための周知に取り組

みます。

主な取組

あん しん こ

あず かん

ほ いく じゅうじつ

ともばたら か てい ふ なか こ そだ かてい さまざま き ぼう

ほ いくしょ せい び ていいん かくだい きんきゅうじ

びょうき こ あず ほいく じゅうじつ と く

ほ いく し し えん

あたら ほいくしょ ふ はたら ほいくし ひつよう

ほいく し

ほいくし

あんしん はたら し えん こ

しごと かんしん も しゅうち と く

おも とりくみ

きょう

社会全体で

子育て家庭を

応援します！

ワーク・ライフ・バランスの推進

男性も女性も、仕事にやりがいを感じながら、家庭や地域でも充実

した生活を送るという「ワーク・ライフ・バランス」の考え方を広め

るとともに、子育てしている母親の仕事の継続や再就職を支援します。

父親の積極的な子育ての推進

母親だけでなく、父親も子育てに積極的に関わることができるよう

に、父親向けの育児講座を行うほか、育児休業を取得する場合の企

業への支援を行います。

主な取組

しゃ かい ぜん たい

こ そだ か てい

おう えん

すい しん

しごと かん か てい ちいき じゅうじつ

せいかつ おく かんが かた ひろ

こそだ ははおや しごと けいぞく さいしゅうしょく し えん

ちちおや

ちちおやははおや こそだ せっきょくてき かか

ちちおやむ いくじ こう ざ おこな いくじきゅうぎょう しゅ ばあい き

ぎょう し えん おこな

こ そだせっきょくてき すいしん

とく

おも とりくみ

せいせいだん じょ

子育てにかかる

お金などの負担を

軽くします！

子ども医療費助成

小学６年生までの子どもが病気などで通院するときの費用を少なく

します。

主な取組
こ そだ

かね ふ たん

かる

こ い りょう ひ じょ せい

しょうがく ねんせい こ びょうき つういん ひよう すく

おも とりくみ

２

安心して子どもを

生み育てられる

環境をつくります！

こ　　　　　
   み   らい　　　　　　　　　　　  おも　　  とり     くみ

あん しん こ

う そだ

かん きょう



５

札幌の子どもたちが、

色々な学びや体験、

人との出会いを通じて成長できる

環境をつくっていきます！

３

子どもと若者の

成長と自立を

支えます！

児童会館・ミニ児童会館・放課後児童クラブ

子どもたちが児童会館等で安心して生活し、遊ぶことができる環境

をつくります。また、小学校やまちづくりセンターに併設する児童

会館を整備し、地域交流や多世代交流を進めます。

放課後の

子どもの居場所を

つくります！

▶ 若者支援施設の愛称

　 「Youth+( ユースプラス )」

　 をもとにしたロゴマーク

若者の

成長・自立を

支援します！

若者支援施設

市内５か所にある若者支援施設 (若者支援総合センター・若者活動

センター )で、自立に向けて不安を抱える若者への支援や、若者同

士の交流・社会参加のきっかけづくりを行います。

相談支援パートナー

不登校やその心配のある子どもに対して、一人一人の状況に応じた

きめ細かな支援を行うために、相談支援パートナーを学校に配置し

ます。

子どもの

体験機会を

充実させます！

自然・文化・スポーツ体験

子どもは、色々な学びや遊び、体験を通じて成長していきます。札

幌の自然や文化の特色も生かしながら、子どもたちが気軽に体験で

きる機会を提供します。

じ どうかい かん じ どうかい かん

ほう か ご

ほう か ご じ どう

こ い ば しょ

こ じどうかいかんなど あんしん せいかつ あそ かんきょう

しょうがっこう へいせつ じ どう

かいかん せい び ちいきこうりゅう た だいこうりゅう すす

わか もの

せいちょう じ りつ

し えん

わかもの し えん し せつ

わかもの し えんしせつし ない しょ わかもの しえんそうごう わかものかつどう

じ りつ む ふあん かか わかもの し えん わかもの

こうりゅう

どう

し しゃかいさんか おこな

わかもの し えん し せつ あいしょう

そうだん し えん

こ わか もの

せい ちょう じ りつ

ささ

さっぽろ こ

いろいろ まな たいけん

ひと で あ つう せいちょう

かんきょう

ふとうこう しんぱい こ たい ひとり ひと り じょうきょう おう

こま し えん おこな し えんそうだん がっこう はい ち

こ

たい けん き かい

じゅうじつ

し ぜん ぶん か たいけん

こ いろいろ まな あそ たいけん せいちょう さっ

ぽろ し ぜん ぶんか とくしょく い こ き がる

き かい ていきょう

つう

主な取組
おも とりくみ

主な取組
おも とりくみ

主な取組
おも とりくみ

こ　　　　　
   み   らい　　　　　　　　　　　  おも　　  とり     くみ

せ

たいけん



６

お互いの違いや個性を認め合って

困ったときは助け合える、

そんな社会になると子どもも

大人も安心して暮らせるね。

４

配慮を要する

子どもと家庭を

支えます！

児童虐待防止に

向けて相談体制を

強化します！

児童相談体制の強化

子どもの相談支援の拠点として、第二児童相談所をつくって体制を強

化します。また、身近な相談窓口である区役所でも、子育て家庭に寄

り添った相談支援を行い、関係機関が連携しながら虐待の防止に取り

組みます。

みんなが安心して

暮らせる

多様性のある社会を

目指します！

共生社会の実現に向けた取組

すべての子どもが安心して暮らせるように、虐待などで親元を離れて

暮らす子どもや障がいのある子ども、貧困家庭の子ども、ひとり親家

庭の子どもなど、支援が必要な子どもたちを社会全体で支えます。

また、民族や国籍、性別など、一人一人の違いを認め合いながら、困っ

たときにはお互いに助け合う社会の実現を目指していきます。

子どもの

貧困対策の取組を

進めます！

子どものくらしを支援する

子どもコーディネーター
子どもの困りごとを支

援する専門家である、

子どもコーディネーター

が地域を巡回しながら、

悩みを抱える子どもや

家庭の相談にのり、必

要な支援につなぐお手

伝いをします。
▲ 子どもコーディネーターのチラシ

はい りょ よう

こ か てい

ささ

たが ちが こせい みと あ

こま たす あ

しゃかい こ

おとな あんしん く

じ どう ぎゃくたい ぼう し

む そう だん たい せい

きょう か

じ どうそうだんたいせい きょうか

こ そうだんし えん きょてん だい に じどうそうだんしょ たいせい きょう

か みぢか そうだんまどぐち く やくしょ こ そだ かてい よ

そ そうだん し えん おこな かんけいきかん れんけい ぎゃくたい ぼうし と

く

こ

ひん こん たい さく とり くみ

すす

こ し えん

こ

こ こま し

えん せんもんか

こ

ち いき じゅんかい

なや かか
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「子どもの権利」は、子ども一人一人が生まれながらに持っている、自分

らしく豊かに成長するために欠かせない基本的な権利のこと。

札幌市では、「子どもの権利条例」という決まりを作って、子どもの権利

をみんなで大切にする、子どもにやさしいまちを目指しています。

子どもにとって

大切な

４つの権利

安心して

生きる権利

いじめや差別を受けない

愛情をもって育てられる

自分らしく

生きる権利

それぞれの性格や考え

方など、その人らしさ

が大切にされる

豊かに育つ権利

学び、遊び、休む

夢に向かって

チャレンジする

参加する権利

自分に関わることに

意見を言う

伝えた意見が大切に

される

子どもの権利について

子ども

アシスト

センター

子どもたちの権利を守るために、

友達のこと、家族のこと、いじめ

のこと、学校のことなど、様々な

相談を受け付けています。

困ったり、悩んだりしたときは、

まずは気軽に相談してください！

子ども専用　0120-66-3783

大　人　用　011-211-3783

assist@city.sapporo.jp 

札幌市中央区南１条東１丁目

大通バスセンタービル１号館６階

月～金 　10:00～ 20:00

　土 　　10:00～ 16:00

※日曜日・祝日・年末年始はお休み

住　所

電　話

メール

相談

できる

時間

無料

面談も
できます

札幌市子ども未来局子ども育成部子ども企画課
〒060-0051 札幌市中央区南1条東1丁目大通バスセンタービル１号館３階

電　話　011-211-2982　FAX　011-211-2943
E メール kodomo.jisedai@city.sapporo.jp 

さっぽろ市
01-G01-20-187

R2-1-44
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